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TOPICS 02

特と

く

て

い

ぼ

じ

ゅ

定
母
樹
の
申
請
・
指
定
と

原
種
苗
木
の
増
殖
・
配
布
の
推
進

■
林
木
育
種
の
推
進

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、林
業
の
生
産

性
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
林
木
の
優
良

品
種
の
開
発
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。全

国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
、カ
ラ

マ
ツ
等
の
成
長
等
が
優
れ
た
樹
木（
精
英

樹
）を
交
配
親
と
し
た
９
，０
０
０
以
上
の

組
み
合
わ
せ
の
交
配
を
行
い
、そ
こ
か
ら
生

ま
れ
た
20
万
個
体
以
上
の
個
体
の
中
か
ら

選
抜
し
て
、さ
ら
に
優
れ
た
第
二
世
代
精

英
樹（
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
）の
開
発
を
平
成

24
年
か
ら
進
め
、平
成
30
年
度
末
ま
で
に

９
０
０
系
統
を
選
抜
し
て
い
ま
す
。

■
特
定
母
樹
へ
の
申
請

　
「
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」の
一
部
改
正
に
よ
り
、特

に
優
良
な
種
苗
を
生
産
す
る
た
め
の
種し

ゅ
ほ穂

（
※
１
）を
採
取
す
る
樹
木
を
農
林
水
産
大
臣

が「
特
定
母
樹
」に
指
定
す
る
制
度
が
平
成

25
年
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。平
成
30
年
度
末

現
在
、特
定
母
樹
と
し
て
、林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
が
申
請
し
た
ス
ギ
１
７
５
系
統
、ヒ
ノ

キ
42
系
統
、カ
ラ
マ
ツ
61
系
統
、グ
イ
マ
ツ

１
系
統
の
合
計
２
７
９
系
統
が
指
定
さ
れ

て
お
り
、そ
の
う
ち
２
３
１
系
統
が
エ
リ
ー

ト
ツ
リ
ー
か
ら
選
ば
れ
て
い
ま
す（
写
真

１
、図
１
）。

（
※
１
）	

苗
木
を
育
成
す
る
た
め
の
種
子
や
、さ
し
木
や
つ
ぎ
木

に
用
い
る
穂

写真１
特定母樹に指定された
エリートツリーの初期成長

特性母樹に指定されたスギ
のエリートツリー。５年生
で樹高が５ｍまで成長して
いる。
左に写っているスギも全て
エリートツリーで、エリー
トツリーの中でも成長が優
れているものが特定母樹に
指定されている

図１ 特定母樹の指定数（平成31年３月現在）

種子親：種子を採取する親木、母樹
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■
原
種
園
の
整
備

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、特
定
母
樹
等

の
原
木
か
ら
さ
し
木
や
つ
ぎ
木
に
よ
り
ク

ロ
ー
ン
増
殖（
※
２
）を
し
て
原
種
園
を
造
成

し
て
い
ま
す
。こ
の
原
種
園
は
、各
都
道
府

県
や
認
定
特
定
増
殖
事
業
者（
※
３
）へ
原
種

苗
木
を
増
殖
し
て
配
布
す
る
た
め
の
拠
点

と
な
り
ま
す
。原
種
園
で
は
、さ
し
木
や
つ

ぎ
木
の
た
め
の
穂
を
安
定
的
に
供
給
で
き

図２　優良品種等の原種苗木の配布から造林までの流れ

写真２
スギの原種園

原種苗木を増殖す
る際に必要なさし
穂や接ぎ穂を採取
するために整備し
ます。特定母樹に
ついてもこのよう
な原種園の整備を
進めています

写真３
講習会の風景

左の写真は、林木育種セ
ンター九州育種場が都道
府県の育種担当者等を対
象として、開催した講習
会での現地検討の様子

る
よ
う
、整
枝
・
剪せ
ん
て
い定
を
行
い
、樹
形
を
整
え

ま
す（
写
真
２
）。

（
※
２
）	

さ
し
木
や
つ
ぎ
木
等
の
方
法
に
よ
り
、無
性
的
に
苗
木
を

増
殖
す
る
こ
と
。こ
の
よ
う
に
殖
や
し
た
苗
木
は
母
樹
と

遺
伝
的
に
全
く
同
一
な
個
体（
ク
ロ
ー
ン
）と
な
る
。

（
※
３
）	

特
定
母
樹
の
増
殖
事
業
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、都
道

府
県
知
事
か
ら
そ
の
認
定
を
受
け
た
者

■
原
種
苗
木
の
増
殖
・
配
布

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、都
道
府
県

や
認
定
特
定
増
殖
事
業
者
か
ら
要
望
を
聴

き
取
り
、原
種
園
か
ら
採
穂
し
た
穂
を
用
い

て
、つ
ぎ
木
や
さ
し
木
に
よ
り
原
種
苗
木
を

計
画
的
に
増
殖
・
育
成
し
、各
機
関
に
配
布

し
て
い
ま
す（
図
２
）。特
定
母
樹
の
制
度
が

始
ま
る
以
前
、林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
年
約
８
千
か
ら
１
万
本
の
原
種
苗
木
を

配
布
し
て
き
ま
し
た
が（
北
海
道
・
東
北
・
関

西
・
九
州
育
種
場
か
ら
の
配
布
分
も
含
む
）、

特
定
母
樹
の
指
定
と
と
も
に
特
定
母
樹
の

原
種
苗
木
の
配
布
要
望
が
年
々
増
加
し
、原

種
苗
木
の
配
布
本
数
は
平
成
30
年
度
は
約

２
万
本
に
ま
で
増
大
し
ま
し
た
。

　

特
定
母
樹
の
原
種
苗
木
の
配
布
を
受
け

た
都
道
府
県
や
認
定
特
定
事
業
者
は
、原
種

苗
木
を
親
木
と
し
て
、山
で
造
林
す
る
際
に

使
う
苗
木
を
生
産
す
る
た
め
の
種
子
や
さ

し
穂
を
生
産
す
る
採
種
園
、採
穂
園
を
造
成

し
ま
す
。（
図
２
）。

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
、各
機
関
か
ら
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、今
後
も
精
力
的

に
原
種
苗
木
の
生
産
・
配
布
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

■
講
習
会
の
開
催
、技
術
指
導
の
実
施

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、採
種
園
や
採

穂
園
の
管
理
技
術
等
の
講
習
会
を
毎
年
20

回
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
他
に

も
技
術
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。特
定
母

樹
の
採
種
園
や
採
穂
園
の
造
成
・
管
理
・
運

営
の
効
果
的
な
推
進
に
寄
与
す
べ
く
、講

習
・
指
導
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す

（
写
真
３
）。
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